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防災に関するアンケート結果について 

先般行いました防災に関するアンケート調査にご協力頂き有難うございました。 

調査結果は下記の通りご報告します。 

                  記 

１）対象隊員数（世帯）：２９４、 回答隊員数：１５８（５３．７％） ＊（前回５８．６％） 

２）調査期間 ２０１６年１月２０日～３１日 

   質問項目 回答結果      備   考 前回２０１４年度 

１
家
の
耐
震 

家屋の耐震対策（対象外） ３９．９％ 昭和５６年の新基準適用で対策済 ４５．５％ 

（今回とは設問 

方法が異なる） 

木造家屋     対策済 ９．５％ 旧基準で建築 （未対策：３２．９％） 

その他の家屋   対策済 ８．２％ 旧基準で建築  （未対策： ５．７％） 

２
家
具
対
策 

全家具の転倒対策  済 １７．７％  ６５．９％ 

（同上）  一部実施   ６１．４％ 対策の度合いに差が大きい 

  未対策      １９．６％  

 ３ 消火器       あり ７３．４％ 内１個：５８％、 ２個：２３％、３個：５％ ７２．２％ 

 ４ 火災警報器     あり ７４．７％ 内１個：３０％、２個：２０％、３個以上：４２％ ７２．８％ 

 ５ 感震ブレーカー   あり １７．７％ 検討中、斡旋あれば検討する：なしの６９％が回答 １５．０％ 

 ６ 雨水タンクの設置  あり  ７．６％ ２００Ｌ以上：１, １００L：３, ５０L：6 １１．０％ 

７ 

飲
用
水 

３日分未満の備蓄 ２９．７％  ２０．８％ 

３日分程度 ４１．１％  ４５．１％ 

７日分以上 ２４．７％  ３２．４％ 

なし  ４．４％  記載無 １．２％ 

８ 

生
活
用
水 

 
 

 

１００L 未満の備蓄 ４０．５％ ３日分未満 ５３. ８％ 

１００～２００L  ３．２％      前回の質問   ３日分程度 ２５．４％ 

２００L 以上  ３．２％ と結果   ７日分以上 ８．１％ 

          なし ５１．９％ 記載無し １２．７％ 

 ９ 風呂水の溜め置きしている ６９．６％  していない ３０．４％   － 

１
０ 

 

食
料
品 

 

３日分未満の備蓄 ３３．５％  ２６．０％ 

３日分程度 ４３．０％  ４２．８％ 

７日分以上 ２１．５％  ２６．６％ 

１１ カセットコンロ（ボンベ） あり ７７．８％ １～２本：２０％,３～４本：３６％,５本以上：３５％ ７８．０％ 

１２ 簡易トイレ（含処理袋）あり ４９．４％  なし ５０．０％ ３５．８％ 

１３ 緊急持ち出しセット あり ７７．２％  ６９．９％ 

１４ 救急用品の予備電池 あり ８６．１％  ８０．９％ 

１５ 非常用備蓄品の更新 実施  ５７．０％ 更新せず４０％ ６０．１％ 

以上の様な結果となりました。 



１．各項目の所見 

項目１ 家屋の耐震対策について：旧基準、新基準や建築様式別等の内容もはっきりしてきた。 

項目２ 家具の転倒防止対策について：一部実施の世帯の中で、全家具の５０％以下の家具に対策実施と 

回答された方は４０％ありました。５０％以上、８０％以上に対策済が夫々１４％でした。 

阪神淡路大震災では死亡された人の８割以上が上記１）２）の倒壊転倒であったと云われています。 

項目４ 火災警報器の設置について：火災発生時には出火から４分３０秒～５分以内が初期消火の可能な時 

   間であるとされており、１分１秒を争う重要な時間帯となります（総務省関連研究所シュミレション

による）。 如何に早く出火を知るかが決め手であり、火災検知器の設置数・設置場所が重要です。 

回答では、設置１個ｘ３０％、２個 x２０％ありました。 

家の構造にもよりますが、各家庭で設置数・設置場所を再検討してみて下さい。 

項目５ 感震ブレーカーについて：この器具は大地震が発生し、ある一定の揺れを感知した時点で電気の 

元スイッチを遮断する役目をします。すでに「支隊だより」でも述べましたが大地震に伴い発生する 

火事で原因が特定された６０％以上が電気によるものであったと結論しています（阪神淡路、東日本

等）。 今回の回答は設置「あり」１７．７％ 「なし」８０．４％ でした。 

「なし」と回答の中で６９％の方が設置検討中、または斡旋あれば設置検討するとの回答でした。  

   防災隊では設置を後押しするため具体的な提案をしていきます。 別途斡旋をご連絡します。 

項目６ 雨水タンク等の設置について：非常時の生活用水確保のための容器の設置済は非常に少ない状況。 

項目７ 飲用水について：飲用水の備蓄「なし」の方が４．４％ありました。是非備蓄しましょう。 

項目８ 生活用水の確保について：生活用水を確保するには項目６の様な容器を増やす必要があります。 

   回答から判断してペットボトルでの生活用水備蓄も多いと思いますが、この方法では十分な量の確保 

は難しい。 生活用水「なし」の回答も５２％あった。 

項目９ 風呂水の溜め置き： この方法は生活用水確保として量的にも有効な手段であり、７０％の家庭で 

実施されていると言う結果が出ました。非常時の生活用水であるとの意識を持ち続ける事が必要です 

項目１２ 簡易トイレについて：被災状況によってはこの件が最も深刻な状況なる事が想定されます。即ち 

   完全下水完備されたこの地区で水道水が止まり、下水管が破損閉塞するとトイレは全く使えなくなり、 

   簡易トイレ（処理袋、凝固剤含む）が頼りとなりましょう。 

現在簡易トイレの準備率は５０％程度です、前回より上がりましが１００％目標に頑張りましょう。 

 

２．質問・要望について次の様な事項ありました 

１）雨水タンクについて教えて頂きたい。 

・雨水タンクは雨水を溜め置き、日常生活上又は防災用に雑用水として使用できます。 

・ 平時は水道代の節約、非常時には貴重な生活用水(雑用水)になります。 

・ 容量は１００L、２００L、種々あり、値段もいろいろ。取り付けは家庭で可能。  

・ 町田市には雨水タンクに現在補助金制度はありません。 

２）予備電池はどれくらい必要か？ 

・非常時に使う物（ラジオ、懐中電灯等々）に使用する全種類の電池と各器１セット以上備蓄。 

 ３）「感震ブレーカー」の防災隊主導による購入が出来るか検討してほしい。 

   ・上記「項目５」に記している通り検討する。 

   ・この機器は今後、新築家屋には基本設備として装備されますが、既存家屋は任意設置となります。 

４）・雨水タンクについても購入斡旋の質問がありましたが、現在は予定していません。 

    具体的な設置計画がありましたら防災隊に連絡下さればご協力いたします。 

＊防災活動、防犯パトロールに感謝のお言葉を多数頂きありがとうございます。今年も頑張ります。             


